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成果創出に向けた活動モデル

潜在的な価値（知的資本）を統合し、新たな価値・ビジネスを創出する

大企業 外部パートナー
（国内外の大企業・中堅、ベンチャー）

モノ
顧客基盤

アントレプレ
ナー

・イノベーター
人材

機能

資金

情報

先端技術・
サービス

大企業に潜在する価値 他社の持つ潜在的な価値

新たな
事業領域

成果創出

“HACHINOJI”
Innovation
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IC Rating®  知的資本の構成要素

 「知的資本」は４構成により定義
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株主資本
財務資本

知的資本

ビジネスレシピ 組織資本 人的資本 関係資本

知的財産 プロセス 経営層 従業員 ブランド 顧 客

企業価値

ネットワーク

過去の事業
活動結果 将来価値・未来の財務

価値の源泉
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IC Rating®の視点

 IC-Ratingは現在から未来を明らかにする
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現在

Accounting

⇒これまでの結果 IC-Rating®

⇒これからの未来

過去 未来

1.現在の評価（効率性）

3.（効率性）に対する将来リスク

2.革新・発展させる将来への評価（革新力）

 IC-Rating では、現在から未来を、３つの視点で評価

Intellectual CapitalFinancial Capital
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IC Rating® 格付評価

 ３つの視点を以下の段階で格付け

Efficiency（効率性）

AAA Extremely high efficiency

(極めて高い効率性）

AA Very high efficiency

（非常に高い効率性）

A High efficiency

（高い効率性）

BBB Relatively high efficiency

（比較的高い効率性）

BB Average efficiency

（平均的な効率性）

B Relatively low efficiency

（比較的低い効率性）

CCC Low efficiency

（低い効率性）

CC Very low efficiency

（非常に低い効率性）

C Extremely low efficiency

（極めて低い効率性）

D Absence of efficiency

（効率性の欠如）

Renewal （革新力）

AAA Extremely good efforts of innovation

（極めて優れた革新努力）

AA Very good efforts of innovation

（非常に優れた革新努力）

A Good efforts of innovation

（優れた革新努力）

BBB Relatively good efforts of innovation

（比較的優れた革新努力）

BB Average efforts of innovation

（平均的な革新努力）

B Relatively weak efforts of innovation

（比較的劣った革新努力）

CCC Weak efforts of innovation

（劣った革新努力）

CC Very weak efforts of innovation

（非常に劣った革新努力）

C Extremely weak efforts of innovation

（極めて劣った革新努力）

D Lacking efforts of innovation

（革新努力の欠如）

Risk（ﾘｽｸ）

-- Negligible risk of a decline in efficiency

（効率性低下の無視しうるﾘｽｸ）

R Moderate risk of a decline in efficiency

（効率性低下の中程度のﾘｽｸ）

RR High risk of a decline in efficiency

（効率性低下の高いﾘｽｸ）

RRR Very high risk of a decline in efficiency

（効率性低下非常に高いﾘｽｸ）

効
率
性

リスク

革
新
力

AAA AAA --

D D RRR
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IC Rating®の評価アウトプット ‐ Holistic Approach－
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●「基本的にプロジェクトは任されていて自分たちでやることに
なっていますが、最終的な判断はマネージ
メントがすることがしばしばあります。」
●「会計責任者も兼ねたプロジェクト・リーダーがいて、一つの
プロジェクトを引っ張っていきます。 ただ、
もっと積極的にビジネス展開を図るためには、マネージメントで
はなく、中堅どころの社員へ大胆に権限を
委譲する必要があります｡」
●「組織構造は非階層的には見えますが、６，７割のスタッフ
がＡ社社出身なため、その階層的な
旧弊から抜けきっていません。」

●「うちに階層なんてモノはあんまりないよ。 トップがいて一般社
員がいるだけ。 社長を含む偉い連中も企業経営だけに専心して
るわけじゃなくて、実際のプロジェクトにどんどん出てってますよ。」
●「財務、法務、技術部門は責任者の命令系統が明白で、営業、
開発部門は権限がもっと分散されています
●「立ち上がったばかりの企業なので、我々が先ず優先しなけれ
ばならないのは、経営、財政面での安定
であり、需要の現況を見ても、骨太の戦略開発は当面の急務では
ないと思われます。」
●「コンサルティングがマネージメントのコア・コンピテンスとしてあ
るので、新規事業を開発するというのはなかなか難しいと思います
が、 コンサルティングのバックグランドを持たないＮさんは例外で、
彼は新規事業開発に積極的です。」

●「マネージメントの頭ん中にあるのは、短期的にはコンサル
ティングと移動体通信関連のジョイント・ベンチャーなんですが、
最終的にこうしたいってもんがない。 企業戦略の開発にもっ
と力を入れなきゃだめですね。」
●「弊社はマルチメディア・XXXXXを目指していて､携帯電話を
一種の自動販売機のようにして、いろいろなコンテンツがダウ
ンロード出来るような、いろんな種類のアイディアを持っていま
す。」
●「次世代ブロードバンドやデジタル・イメージ通信といった新
技術を、彼らは躊躇うことなく積極的に自分たちのビジネスに
取り込んできた｡」
●「役員すべてがかなり変動の激しい業界にいたことで、誰し
もが敏捷性に長け、最先端技術をビジネス・チャンスに結びつ
ける用意は常にできている。」

•個別項目毎に、ステークホル
ダー間の認識ギャップを定量
化して可視化

•課題やボトルネックの認識
を、生々しいコメントで抽出

格
付

評
価
ス
コ
ア

定
性
コ
メ
ン
ト

•全体格付により、強み・弱
みの全体像を一望

企業の知的資本を網羅的に可視化


